
 
 

飼養衛生管理指導等計画一部改正の概要 

 

 

令 和 ７ 年 1 1 月  

畜 産 振 興 課  

 

名 称 飼養衛生管理指導等計画 

趣 旨 

 令和３年４月１日、家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第

12条の３の３に基づき国が飼養衛生管理指導等指針（以下、指針）

を策定したことから、道は法12条の３の４に基づき、国の指針に即

して飼養衛生管理指導等計画（以下、計画）を策定し公表。 

  今般、令和６年度シーズンの高病原性鳥インフルエンザの発生で

明らかになった家畜伝染病の発生予防及びまん延防止に係る課題を

踏まえ、国が令和７年10月１日付けで指針を一部変更したことから

、本道の計画を一部改正する。 

改正の概要 

○ 大臣指定地域における指導（第３章－１） 

・高病原性鳥インフルエンザの発生リスクが高いと考えられるも

のとして農林水産大臣が指定する地域（大臣指定地域）内の農

場に対する消毒薬の備蓄等の準備及び農場内の野鳥誘引防止対

策に係る指導、並びに地域的な野鳥誘引防止対策に係る体制整

備を追記。 

○ 分割管理への対応（第４章－１） 

・衛生管理区域及び人・車両・物等の動線を分け、家畜伝染病発

生時に別々の農場として殺処分の範囲を限定する「分割管理」

について、運用開始後に運用状況の確認及び必要に応じた指導

を行うことを追記。 

○ 複数農場間における交差汚染防止対策（第４章－１） 

・複数農場間で人・車両・物等の往来がある場合、家畜伝染病発

生時に殺処分対象の拡大を防ぐため、シャワーイン等の交差汚

染防止対策に係る指導について追記。 

施 行 日 令和７年11月26日施行 

 


